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看護師による大学生へのHIV/AIDS 予防教育の取り組み
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【目的】
　看護師による HIV/AIDS 予防教育活動が大学生に与
えた影響について明らかにする。

【研究対象】
　2012 年度に某大学で性教育学を履修した学生 74 名の
うちアンケートに協力を得られた 66 名。

【研究方法】
　この科目の１コマを使用し HIV/AIDS 予防に関する
講義を実施した。無記名自記式アンケートにて講義前後
で HIV/AIDS に関する知識と HIV 感染可能性の認識に
ついて調査した。感染可能性の認識については講義前後
で変化を分析した。HIV/AIDS に関する知識について
は文脈の意味・類似性に従いコード化しカテゴリー化し
た。

【結果】
　有効な回答が得られたのは 66 名中 63 名で、平均年齢
は 19.2 歳であった。高校で HIV の授業を受けた経験は
49 名（77.8％）にあった。「HIV に感染する可能性がある」
と思う人は講義前 14 名（22.2％）・講義後 20 名（31.7％）、

「あるかもしれない」と思う人は前 25 名（39.7％）・後

31 名（49.2％）、「わからない」人は前 17 名（27.0％）・
後 9 名（14.3％）、「ない」と思う人は前 7 名（11.1％）・
後 3 名（4.8％）であった。Wilcoxon の符号付順位検定
で前後の認識を比較すると P ＜ 0.001 と有意差が見られ
た。講義前の知識は［性行為や血液で感染する］［完治
する治療法がない］［免疫力の低下する病気］［日常生活
では感染しない］［感染から潜伏期間を経て発症する］
など 12 のカテゴリーに分類された。講義後新しく得た
知識は［HIV と AIDS の違い］［地域の感染状況］［男
性同性愛者の感染が多い］［性行為によるリスク］［薬に
より発症をコントロールできる］など 16 のカテゴリー
に分類された。

【考察】
　学生は高校までに知識は得ているが、ほとんどが教科
書上の一般的な知識にとどまっている。性感染するとい
う知識に、地域の感染状況やどのような性行為が危険な
のかという知識が加わり、自己の感染可能性を認識する
という変化が見られた。根拠となる統計や情報を示し医
療的な実際を伝えることは、HIV 感染は自分にも起こ
り得るという認識の変化につながった。
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